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当院のネルギーワークは医療行為ではありません。また、いかなる宗教とも関係ありません。
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Music for Life Enhancement Diploma 取得
Art for Life Enhancement Diploma 取得
Quantum Touch® Certified Practitioner
Energy ALIVE® Certified Practitioner
Visceral Biomechanics Certified Illustrator

Usui Shiki Ryoho Reiki Master/Teacher 
Usui/Tibetan Reiki Master/Teacher
International Iridology Practitioners Association (IIPA) 会員
IIPA approved Anatomy & Physiology( 解剖生理学 )修了
Techniques in Iris Analysis and Nutrition Therapies 修了
Self Created Health 修了
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表参道駅
B1出口マックスマーラ
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表参道駅
B３出口

Life Energy- ライフ エナジー（気）とは、身
体の中にある自らを治癒し健康を維持・促進
する力です。
日本では ”気 ” と呼ばれ、身体の中を流れて
いる血液やリンパ液のように、ライフエナジー
も経絡を通り身体の中に流れています。
そして、臓器、筋肉やあらゆる組織、細胞一
つ一つに栄養、活力を与えています。
ジョン・ダイアモンド医師 ( 精神科医・ホリ
スティック医学の先駆者であり世界的権威 )
は「体に症状が現れるより前に、ライフエナ
ジーの減退が生じる」と唱えています。
つまり、ライフエナジーが下がっていたり、
ライフエナジーの滞りが起こると、身体には
何かしらの不調や症状が出て来たり病気につ
ながりやすくなるということです。
また、ライフエナジーが通るそれぞれの経絡
は、臓器や筋肉といった肉体的なものだけで
はなく、特定の様々な感情とも関係しており、
精神と肉体とのリンク �	結びつける場）にも
なっています。
ライフエナジーがそれぞれの経絡を自由に流
れている時は、そこに関係する感情はポジ
ティブで、関連する器官、筋肉や組織の働き
も健康ですが、トラウマ、ストレス等により、
感情がネガティブになるとライフエナジーの
流れは妨げられ、その状態を改善しないでお
くと、病気にもつながりやすくなるのです。
ライフエナジーの問題を見つけ整えることは
疾病予防に大いに役立つのです。
精神的または肉体的な様々な身体の不調を克
服するためには、まずライフエナジーを引き
上げること、流れを良くすることが必要だと
考えます。
そして、このようにライフエナジーに働きか
けることをエネルギーワークといいます。
身体が本来持っているライフエナジー（気）
の力は想像を絶するほど素晴らしいもので
す。

しかし、現代社会において私たちは避けられな
い汚染物質、化学物質、電磁波、精神的ストレ
ス等に常にさらされ、またその様々なストレス
により、たやすくエネルギーを奪われやすい環
境にいます。ストレスをいかに軽減し、影響を
受けないようにするかということは重要な問題
です。
そのような時代において、このエネルギーワー
クは、海外ではエネルギーメディスン（エネル
ギー医学）とも言われ、先端医学の一つとして
研究が進んでおり、多くの医療の現場で患者の
肉体的、精神的ケアのため取り入れられていま
す（裏面参照）。コロンビア大学医学部心血管
研究所所長メフメト・オズ医師はアメリカの有
名番組で「医学における次なる重要な先端分野
はエネルギー・メディスンである。」と語ってい
ますし、神経外科医で米国ホリスティック医学
会創立者ノーマン・シーリー医師は「エネル
ギー・メディスンはあらゆる医療の未来であ
る。」と明言しています。また、ノーベル医学
賞を受賞したアルバート・ゼント・ギョルジイ
医師の言葉に、「現代とは違い、過去に存在し
た全ての文化と全ての医学的伝統では、ヒーリ
ングはエネルギーを動かすことによって行われ
てきた。」というものがあります。
ヴォイス・オブ・スパインのエネルギーワーク
は、ジョン・ダイアモンド医師の 50 年以上
にわたる西洋医学と代替医療の研究と臨床に
基づいたシステムを取り入れており、ダイア
モンド医師が開発した行動キネシオロジーと
Acupancture Emotional System( 経絡感情シス
テム）の他、Reiki（レイキ）、Quantum Touch
（クォンタムタッチ）、Energy ALIVE( エナジー
アライブ）などの手法を織り交ぜ、手を頭や体
に置くハンズオンとオフのヒーリング、ライフ
エナジーエクササイズやライフエナジーアー
ト・ミュージックなどを使用することで、皆様
のライフエナジーにはたらきかけ、心身が治癒
しやすい状態を促進します。
ライフエナジーを引き上げ調整することにより
皆様の身体の中の自己治癒力がはたらきやすい
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